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身
近
な
自
主
防
災
組
織
の
現
状
を
小
学
校

区
ご
と
に
公
表
し
て
は
ど
う
か

　

身
近
な
小
学
校
区
の
自
主
防
災
組

織
に
関
心
を
持
て
ば
、
地
域
主
体
に

よ
る
災
害
に
備
え
る
ま
ち
づ
く
り
の

啓
発
に
な
る
。
小
学
校
区
ご
と
に
組

織
の
現
状
を
公
表
し
て
は
ど
う
か
。

市市　
小
学
校
区
ご
と
に
公
表
す
る

　

身
近
な
自
主
防
災
組
織
の
有
無
や

活
動
内
容
を
知
る
こ
と
が
、
新
た
な
組

織
結
成
や
地
域
で
の
訓
練
参
加
に
つ

な
が
る
。
現
在
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
先
進
的
事
例
を
掲
載
し
て
い
る
が
、

小
学
校
区
ご
と
の
一
覧
と
し
て
合
わ

せ
て
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
公
表
す
る
。
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自
主
防
災
組
織
の
先
進
的
な
活
動
例

を
動
画
な
ど
で
情
報
発
信
し
て
は

　

市
内
の
自
主
防
災
組
織
は
増
え
た

が
、
活
動
に
温
度
差
が
あ
る
。
先
進

的
な
活
動
例
の
情
報
を
共
有
し
た
り

組
織
同
士
が
連
携
す
れ
ば
、
市
全
体

の
防
災
力
向
上
に
つ
な
が
る
の
で
、

活
動
状
況
が
目
で
見
て
分
か
る
よ
う
、

動
画
な
ど
で
情
報
発
信
し
て
は
。

市市　
今
後
は
訓
練
の
動
画
も
掲
載
す
る

　

現
在
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
先

進
的
な
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
な
ど

取
り
組
み
事
例
を
写
真
付
き
で
紹
介

し
共
有
し
て
い
る
。
今
後
は
訓
練
の

様
子
な
ど
の
動
画
も
掲
載
す
る
。
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緊
急
告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
購
入
補
助
事
業

の
実
績
と
市
民
か
ら
の
感
想
は

　

令
和
５
年
６
月
に
開
始
し
た
緊
急

告
知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
購
入
補
助
事
業
は
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
条
件
を
緩
和
し
、

ス
マ
ホ
非
所
有
の
家
族
に
は
１
世
帯

１
台
ま
で
補
助
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
の
実
績
や
、
市
民
か
ら
の
感
想
は
。

市市　
計
８
１
６
件
を
補
助
し
、
購
入
者

か
ら
安
心
で
き
る
な
ど
の
声
が
あ
る

　

５
年
度
は
５
８
５
件
、
６
年
度
は

11
月
末
現
在
で
２
３
１
件
補
助
し
た
。

購
入
者
か
ら
は
、
高
齢
者
な
ど
が
大

変
助
か
る
、
必
要
な
時
に
情
報
が
得

ら
れ
安
心
で
き
る
な
ど
の
声
が
あ
る
。
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拡
声
塔
廃
止
後
の
情
報
の
伝
達
手
段
は

　

市
は
、
最
も
重
要
な
災
害
情
報
の

伝
達
手
段
の
一
つ
で
あ
る

屋
外
拡
声
塔
を
来
年
度
で

廃
止
す
る
。
新
た
な
屋
外

で
の
情
報
伝
達
手
段
は
。

市市　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
公
式
ア
プ
リ

な
ど
複
数
の
手
段
で
伝
達
す
る

　
災
害
情
報
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル
、
倉
敷
防
災
ポ
ー
タ

ル
、
公
式
ア
プ
リ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
複

数
の
手
段
で
伝
え
る
。
ま
た
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
津

波
浸
水
表
示
板
、
出
前
講
座
な
ど
で
、

地
震
後
の
津
波
の
恐
れ
や
、
高
台
へ

の
速
や
か
な
避
難
を
啓
発
し
て
い
る
。
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耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
補
助
な
ど

で
の
耐
震
診
断
の
省
略
を
求
め
る

　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
や
防
災
ベ
ッ
ド

の
設
置
補
助
事
業
は
、
高
齢
者
な
ど
の

命
を
緊
急
避
難
的
に
守
る
こ
と
が
目

的
だ
が
、
補
助
要
件
の
耐
震
診
断
が

高
齢
者
に
は
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、
利

用
が
進
ま
な
い
。
耐
震
診
断
の
省
略
、

ま
た
、
補
助
の
増
額
を
求
め
る
。

市市　
診
断
の
簡
素
化
な
ど
を
要
望
中

　

本
事
業
は
、
県
が
耐
震
診
断
の
実

施
を
補
助
要
件
と
し
て
お
り
、
要
件

撤
廃
は
困
難
。
現
在
、
耐
震
診
断
の

簡
素
化
や
補
助
上
限
額
・
補
助
率
な
ど

の
拡
充
を
国
・
県
に
要
望
し
て
い
る
。

避
難
場
所
に
も
な
る
小
・
中
学
校
の

体
育
館
へ
冷
暖
房
設
備
の
設
置
を

　
令
和
６
年
は
寒
い
１
月
、
暑
い
８
月

に
災
害
が
発
生
し
た
。
小
・
中
学
校

の
体
育
館
は
指
定
緊
急
避
難
場
所
で

も
あ
る
。
夏
の
暑
さ
も
年
々
増
す
中
、

冷
暖
房
設
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市市　
国
の
動
向
も
見
つ
つ
、
エ
ア
コ
ン

導
入
を
研
究
す
る

　

引
き
続
き
、
体
育
館
の
新
築
や
大

規
模
改
修
の
際
に
は
、
エ
ア
コ
ン
設

置
に
必
須
と
な
る
断
熱
化
を
進
め
て

教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
。
今
後
は

国
の
動
向
も
見
つ
つ
、
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
導
入
を
研
究
す
る
。

２

防　
　
災 市

政
の

市
政
の

聞
き
た
い

聞
き
た
い

11 月定例会
質　問

未
来
ク
ラ
ブ

矢
野
　
周
子

新
政
ク
ラ
ブ

松
成
　
康
昭

新
政
ク
ラ
ブ

大
守
　
秀
行

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田
　
正
彦

新
風
く
ら
し
き

尾
﨑
　
勝
也

未
来
ク
ラ
ブ

赤
澤
　
幹
温

学
校
・
教
育



体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
検
討
を

　

全
国
の
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
率
は
、
７
年
前
は
１
％
だ
っ
た

が
現
在
は
約
20
％
で
、
全
国
的
に
も

設
置
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
国

も
設
置
ペ
ー
ス
を
加
速
さ
せ
る
と
し

て
お
り
、
酷
暑
か
ら
児
童
・
生
徒
の

健
康
を
守
る
た
め
に
も
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
の
検
討
を
。

市市　
体
育
館
の
断
熱
化
を
進
め
、
環
境

改
善
に
効
果
的
な
手
法
を
検
討
す
る

　

大
規
模
改
修
時
に
断
熱
化
を
進
め

て
い
る
。
他
自
治
体
の
情
報
を
収
集

し
、
国
の
動
向
も
見
な
が
ら
環
境
改

善
に
効
果
的
な
手
法
を
検
討
す
る
。
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玉
島
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る

計
画
の
保
護
者
な
ど
へ
の
説
明
は

  

市
は
11
月
に
突
然
、
玉
島
地
区
に
大

型
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す

る
方
針
を
発
表
し
た
。
保
護
者
、
地

域
住
民
、
学
校
関
係
者
に
は
事
業
内

容
を
ど
う
知
ら
せ
、
説
明
す
る
の
か
。

市市　
配
送
対
象
校
に
は
説
明
を
終
え

た
。
今
後
、
保
護
者
や
地
域
住
民
に

市
が
主
体
と
な
り
丁
寧
に
説
明
す
る

　

配
送
対
象
校
に
は
説
明
を
終
え
た
。

希
望
す
る
保
護
者
に
は
、
既
設
の
共

同
調
理
場
の
見
学
や
試
食
会
を
案
内

し
、
今
後
、
保
護
者
や
地
域
住
民
に

市
が
主
体
と
な
り
丁
寧
に
説
明
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

自
力
通
学
の
た
め
倉
敷
支
援
学
校
最
寄
り

の
バ
ス
停
に
屋
根
の
設
置
を

　

倉
敷
支
援
学
校
最
寄
り
の
バ
ス
停

の
児
島
駅
方
面
に
は
屋
根
が
な
い
。

事
業
者
は
費
用
負
担
が
困
難
と
聞
く
。

自
力
通
学
を
求
め
る
学
校
設
置
者
と

し
て
、
市
が
設
置
に
向
け
助
成
を
増

額
し
た
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
な
ど
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

市市　
事
業
者
と
引
き
続
き
協
議
す
る

　

バ
ス
停
へ
の
屋
根
の
設
置
は
、
バ

ス
の
運
行
事
業
者
が
行
う
も
の
と
考

え
て
お
り
、
新
た
な
助
成
は
考
え
て

い
な
い
が
、
今
後
も
設

置
に
つ
い
て
事
業
者
と

引
き
続
き
協
議
す
る
。

産
後
ケ
ア
を
気
軽
に
使
え
る
よ
う
、

仕
組
み
や
広
報
に
工
夫
を

　
出
産
し
た
人
が
、
施
設
で
休
ん
だ
り

育
児
・
健
康
の
助
言
や
ケ
ア
を
受
け

ら
れ
る
産
後
ケ
ア
を
気
軽
に
使
え
る

よ
う
、
仕
組
み
や
広
報
に
工
夫
を
。

市市　
産
前
産
後
に
情
報
発
信
し
、

今
年
度
か
ら
は
電
子
申
請
が
で
き
る

　
産
後
ケ
ア
事
業
で
は
、
全
妊
婦
に
制

度
を
説
明
し
、
チ
ラ
シ
を
送
付
、
く

ら
し
き
子
育
て
ア
プ
リ
で
自
動
案
内

す
る
ほ
か
、
産
後
訪
問
時
な
ど
に
も

制
度
を
紹
介
し
て
お
り
、
今
年
度
か

ら
は
自
宅
か
ら
の
電
子
申
請
で
簡
単

に
利
用
で
き
る
。
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託
児
付
き
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
は

　

出
産
後
は
忙
し
く
時
間
が
取
れ
な

い
、
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
な
い
な
ど

で
、
小
さ
な
子
を
持
つ
家
庭
は
、
が

ん
検
診
の
受
診
を
控
え
る
傾
向
が
あ

る
。
検
診
会
場
で
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
て
、
受
診
し
や
す
く
し
て
は
。

市市　
子
育
て
が
理
由
で
未
受
診
の
人

に
受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

　

今
年
度
、
市
の
子
宮
頸け
い

が
ん
・
乳

が
ん
の
休
日
の
集
団
検
診
で
託
児
を

行
い
好
評
だ
っ
た
。
託
児
の
実
施
に

は
人
員
確
保
な
ど
が
必
要
だ
が
、
今

後
も
、
子
育
て
が
理
由
で
未
受
診
の

人
が
受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
。
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子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、
誰
も
が

相
談
で
き
る
場
所
で
あ
る
べ
き
で
は

　

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
を
知
ら
な

い
、
相
談
し
に
く
い
と
の
声
を
聞
く
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
困
難
を
感

じ
る
誰
も
が
相
談
で
き
る
場
所
で
あ

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市市　
市
民
が
相
談
し
や
す
い
よ
う
に
、

セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
周
知
す
る

　

誰
に
も
言
え
な
い
こ
と
を
電
話
で

相
談
で
き
る
こ
ど
も
あ
い
カ
ー
ド
を

小
学
生
に
配
布
し
て
い
る
。
今
後
、
よ

り
活
用
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
と
と

も
に
、
市
民
が
相
談
し
や
す
い
よ
う

に
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
周
知
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

生
活
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
体
制
の
充
実
を
求
め
る

　

生
活
自
立
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
相
談
内
容
は
多
種
多
様
で
複
雑
化

し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
は
新
規

３

健
康
・
福
祉

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

伊
東
　
裕
紀

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
口
　
明
子

公
明
党
倉
敷
市
議
団

生
水
　
耕
二

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺
　
牧
美

青
空
市
民
ク
ラ
ブ

齋
藤
武
次
郎

青
空
市
民
ク
ラ
ブ

小
郷
ひ
な
子

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

三
宅
　
誠
志



相
談
件
数
は
減
っ
た
が
、
自
立
に
向

け
た
プ
ラ
ン
作
成
数
は
変
わ
ら
な
い
。

相
談
体
制
の
充
実
を
求
め
る
。

市市　
令
和
４
年
度
以
降
10
人
に
増
員
。

必
要
な
人
員
体
制
は
で
き
て
い
る

　

セ
ン
タ
ー
は
、
２
年
度
に
職
員
３

人
、
４
年
度
に
就
労
支
援
員
１
人
を

増
員
し
、
以
降
10
人
体
制
と
な
っ
て

お
り
、
プ
ラ
ン
作
成
に
必
要
な
人
員

体
制
が
で
き
て
い
る
。

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

Ｅ
Ｖ
な
ど
の
購
入
補
助
の
評
価
は

　

市
は
全
国
に
先
駆
け
て
平
成
22
年

度
か
ら
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど
の

購
入
を
補
助
し
て
お
り
、
市
長
の
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
意
気
込
み

を
感
じ
る
。
補
助
の
実
績
と
評
価
は
。

市市　
Ｅ
Ｖ
な
ど
の
購
入
意
欲
を
促
し

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
寄
与
し
て
い
る

　

令
和
６
年
９
月
末
時
点
で
、
Ｅ
Ｖ

が
１
３
１
１
件
、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
は
８
８
１
件
の
補
助
実

績
。
Ｅ
Ｖ
な
ど
環
境
に
資
す
る
自
動

車
の
購
入
意
欲
を
促
し
、

Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削
減
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

充
電
環
境
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で
は

　

市
内
の
Ｅ
Ｖ
充
電
設
備
の
拡
充
は
、

県
の
充
電
環
境
整
備
ビ
ジ
ョ
ン
を
参

考
に
、
市
も
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、
進

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市市　
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
は
検
討
し
て
い

な
い
が
、
充
電
環
境
整
備
を
進
め
る

　

国
は
２
０
３
０
年
ま
で
の
充
電
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
指
針
を
定
め
、
県
も

ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
い
る
。
市
は
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
を
検
討
し
て
い
な
い
が
、

Ｅ
Ｖ
普
及
促
進
の
た
め
充
電
設
備
の

設
置
補
助
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
国

の
補
助
な
ど
も
期
待
し
つ
つ
、
し
っ

か
り
と
充
電
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

不
法
投
棄
対
応
策
の
具
体
的
内
容
は

　

不
法
投
棄
対
応
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

監
視
員
や
監
視
カ
メ
ラ
の
数
、
ま
た
、

そ
の
活
動
内
容
や
運
用
方
法
は
。

市市　
監
視
員
49
人
と
監
視
カ
メ
ラ
13
台

で
早
期
発
見
と
抑
止
を
図
る

　

不
法
投
棄
監
視
員
は
市
内
各
地
区

か
ら
49
人
を
選
任
。
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
場
合
は
、
場
所
・
品
目
な
ど
を
市

に
連
絡
し
て
も
ら
う
。
監
視
カ
メ
ラ

は
不
法
投
棄
多
発
地
点
に
13
台
を
設

置
。
作
動
中
の
看
板
を
併
設
し
て
重

点
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
っ
て
お
り
、

不
法
投
棄
の
抑
止
が
確
認
で
き
れ
ば
、

別
の
場
所
に
移
設
し
て
い
る
。
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◇
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◇
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◇
◇
◇
◇
◇

水
田
か
ら
発
生
す
る
メ
タ
ン
の
削
減

に
努
め
る
べ
き
で
は

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
メ
タ
ン
は
水
田

か
ら
の
発
生
も
多
く
、
削
減
に
は
中

干
し
期
間
延
長
が
有
効
。
市
内
農
家

に
周
知
し
削
減
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

市市　
中
干
し
期
間
延
長
に
よ
る
メ
タ
ン

削
減
効
果
の
周
知
な
ど
に
努
め
る

　
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
、
中
干
し
期

間
延
長
に
よ
る
メ
タ
ン
削
減
効
果
の

周
知
や
、
一
定
条
件
下
の
中
干
し
で
、

１
反
当
た
り
８
０
０
円
が
交
付
さ
れ

る
国
の
制
度
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

※
中
干
し
・
・
・
水
稲
の
栽
培
で
、
出
穂
前

に
一
度
水
を
抜
き
、
田
面
を
乾
か
す
こ
と
。
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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◇
◇
◇
◇

持
続
可
能
な
米
作
へ
の
取
り
組
み
は

　

高
齢
化
の
進
展
で
米
作
農
家
の
減

少
や
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
が
加
速
し
、

農
地
が
適
切
に
利
用
さ
れ
な
く
な
る

こ
と
を
懸
念
す
る
。
持
続
可
能
な
米

作
へ
、
市
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市市　
農
地
整
備
や
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
・
集
約
化
に
引
き
続
き
取
り
組
む

　

農
業
委
員
会
な
ど
と
連
携
し
て
地

域
の
合
意
形
成
を
支
援
し
、
農
地
の

整
備
や
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・

集
約
化
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。
併

せ
て
、
国
の
支
援
施
策
の
紹
介
な
ど

を
通
じ
、
担
い
手
の
営
農
の
高
度
化
、

効
率
化
を
支
援
す
る
。

１
０
３
万
円
の
壁
見
直
し
へ
の
見
解
は

　

年
収
１
０
３
万
円
を
超
え
る
と
所

得
税
が
生
じ
る
１
０
３
万
円
の
壁
が

１
７
８
万
円
に
な
っ
た
場
合
、
市
の

減
収
見
込
み
と
見
直
し
へ
の
見
解
は
。

市市　
国
は
地
方
財
政
に
影
響
の
な
い

制
度
や
仕
組
み
を
検
討
し
て
ほ
し
い

　

令
和
６
年
度
の
歳
入
を
試
算
す
る

と
、
個
人
住
民
税
は
約
37
％
相
当
の
約

88
億
円
、
地
方
交
付
税
は
約
６
％
相

当
の
約
10
億
円
が
減
収
見
込
み
。
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

支
障
が
出
る
と
考
え
て
お
り
、
国
は

４４

く
ら
し
・
生
活

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

時
尾
　
博
幸

環
境
・
農
業

新
政
ク
ラ
ブ

大
橋
　
健
良

新
風
く
ら
し
き

芦
田
　
泰
宏

新
政
ク
ラ
ブ

塩
津
　
孝
明

未
来
ク
ラ
ブ

原
田
　
龍
五

新
風
く
ら
し
き

平
井
　
俊
光



地
方
財
政
に
影
響
を
与
え
な
い
制
度

や
仕
組
み
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　
食
事
代
が
補
助
対
象
外
に
な
っ
た
が
、

地
域
の
活
動
に
影
響
が
あ
る
の
で
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
対
す
る

補
助
金
で
、
役
員
な
ど
の
食
事
代
が

対
象
外
に
な
っ
た
。
地
域
の
活
動
に

大
き
な
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市市　
対
象
経
費
の
見
直
し
を
検
討
す
る

　

地
域
の
交
流
事
業
や
課
題
解
決
に

向
け
た
活
動
な
ど
に
対
す
る
補
助
事

業
で
、
令
和
５
年
度
か
ら
飲
食
費
を

原
則
補
助
対
象
外
と
し
た
が
、
地
元

の
負
担
が
増
え
た
、
人
手
の
確
保
に

苦
慮
す
る
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。
今

後
、
活
動
に
有
効
と
な
る
よ
う
補
助

対
象
経
費
の
見
直
し
を
検
討
す
る
。
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◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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◇
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市
民
へ
の
防
犯
啓
発
活
動
の
充
実
を

　
闇
バ
イ
ト
の
危
険
性
や
犯
罪
の
手

口
を
市
民
に
周
知
し
、 

被
害
防
止
と
犯

罪
抑
止
に
向
け
積
極
的
に
啓
発
す
る

こ
と
が
重
要
。
市
の
取
り
組
み
は
。

市市　
警
察
な
ど
と
連
携
し
、
周
知

啓
発
活
動
を
行
う

　

警
察
や
防
犯
連
合
会
な
ど
と
連
携

し
た
チ
ラ
シ
配
布
、
防
犯
講
座
な
ど
の

ほ
か
、
公
式
ア
プ
リ
、
広
報
紙
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、
施
錠
徹
底
の
重
要
性

の
周
知
や
、
特
殊
詐
欺
・
闇
バ
イ
ト

へ
の
注
意
喚
起
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
犯
罪
の
未
然
防
止
に
つ
な
が

る
よ
う
周
知
啓
発
活
動
を
行
う
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
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◇
◇

市
営
住
宅
の
低
層
階
へ
の
住
み
替
え

希
望
に
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か

　

市
営
住
宅
で
は
、
高
齢
化
や
病
気

な
ど
で
の
低
層
階
へ
の
住
み
替
え
希

望
が
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く

と
考
え
る
。
住
ま
い
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た

め
に
、
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

市市　
定
期
募
集
で
同
一
団
地
へ
の
応
募

を
認
め
る
こ
と
な
ど
を
検
討
す
る

　

新
規
応
募
者
と
の
公
平
性
を
考
慮

し
つ
つ
、
医
師
の
診
断
書
な
ど
、
住

み
替
え
要
件
を
満
た
す
希
望
者
に
つ

い
て
、
定
期
募
集
で
同
一
団
地
へ
の
応

募
を
認
め
る
こ
と
な
ど
を
検
討
す
る
。
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◇
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◇
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◇
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◇
◇
◇
◇
◇

今
年
度
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

を
整
備
す
る
公
共
施
設
は
あ
る
か

　
公
共
施
設
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
整
備
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

観
点
か
ら
最
低
限
必
要
な
こ
と
と
考

え
る
。
今
年
度
中
に
整
備
す
る
施
設

は
あ
る
か
。

市市　
市
民
会
館
と
芸
文
館
に
整
備
す
る

　

市
民
会
館
と
芸
文
館
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
複

数
会
場
を
中
継
し
た
会
議
の
開
催
な

ど
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
推
進
に
お
け
る

優
位
性
も
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
今
年

度
、
全
館
を
対
象
エ
リ
ア
と
し
て
Ｗ

ｉ–

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る
。
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◇
◇
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◇
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◇
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◇
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◇
◇
◇
◇
◇

小
規
模
工
事
を
随
意
契
約
で
き
る
基
準

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
の
か

　
市
は
、
50
万
円
以
下
の
小
規
模
工

事
を
随
意
契
約
し
て
い
る
が
、
労
務

単
価
の
引
き
上
げ
や
物
価
高
騰
で
、
修

繕
で
き
る
工
事
量
が
減
少
し
て
い
る
。

対
応
す
る
た
め
の
基
準
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
の
か
。

市市　
見
直
し
は
、
労
務
単
価
の
状
況

な
ど
を
注
視
し
て
検
討
す
る

　

小
規
模
工
事
は
、
入
札
を
基
本
に
、

50
万
円
以
下
の
簡
易
な
補
修
で
は
随

意
契
約
を
し
て
い
る
。
随
意
契
約
で

き
る
金
額
の
見
直
し
は
、
労
務
単
価

の
状
況
な
ど
を
注
視
し
て
検
討
す
る
。
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◇
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◇
◇
◇
◇
◇
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◇
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八
幡
山
周
辺
の
施
設
整
備
を
進
め
て
は

　
八
幡
山
周
辺
は
多
く
の
史
跡
や
豊

か
な
自
然
が
あ
り
、
山
頂
か
ら
の
眺

望
も
素
晴
ら
し
い
。
国
の
か
わ
ま
ち

づ
く
り
支
援
制
度
を
活
用
し
、
施
設

整
備
の
取
り
組
み
を
進
め
て
は
。

市市　
河
川
事
業
完
了
後
の
河
川
敷
の

浸
水
状
況
を
確
認
し
活
用
を
研
究
す
る

　
周
辺
の
高
梁
川
河
川
敷
は
、
令
和
６

年
に
大
雨
で
少
な
く
と
も
２
回
浸
水

し
て
い
る
。
今
後
の
笠
井
堰ぜ
き
の
改
築
や

酒
津
地
区
の
堤
防
強
化
な
ど
河
川
事

業
が
完
了
し
た
後
、
八
幡
山
周
辺
の
河

川
敷
の
浸
水
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、

支
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。
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議
団

新
垣
　
敦
子

市営住宅で、高齢入居者などのニーズに
対応した住宅提供に取り組む

未
来
ク
ラ
ブ

中
西
　
公
仁

未
来
ク
ラ
ブ

若
林
　
昭
雄

新
政
ク
ラ
ブ

瀧
本
　
　
寛

公
明
党
倉
敷
市
議
団

中
西
　
善
之



倉敷市議会では、市民の声を議会活動の参考とさせていただくため、各常任委員会ごとに市内の各種団体
などと、市政の課題などについて、意見交換を行っています。いただいたご意見やご提言を、政策立案・
政策提言など、倉敷市のさまざまな課題解決に向けた取り組みに、つなげていきたいと考えています。

くらしきのこれからについて考える
市民意見交換会
2024

建設消防委員会
議題：倉敷市消防団全般について
 １　倉敷市消防団の概況について
 ２　消防団組織の強化、活性化対策について
 ３　消防団活動の課題について

  倉敷市消防団倉敷市消防団 倉敷環境検査センター倉敷環境検査センター

環境水道委員会

文化産業委員会

倉敷市有害鳥獣駆除班協議会倉敷市有害鳥獣駆除班協議会

市民文教委員会 

下津井義務教育学校（仮称）設立協議会下津井義務教育学校（仮称）設立協議会

保健福祉委員会
議題：就労継続支援 A 型事業所について
 １　参加団体と活動の概要について 
 ２　事業所の運営状況などについて
 ３　要望、提言などについて

就労継続支援事業所運営者就労継続支援事業所運営者

６

総務委員会 

天城学区コミュニティ協議会、天城学区コミュニティ協議会、
味野学区コミュニティ協議会、乙島小学校区味野学区コミュニティ協議会、乙島小学校区

コミュニティ協議会、川辺学区まちづくり推進協議会コミュニティ協議会、川辺学区まちづくり推進協議会

議題：倉敷市の排水処理の状況について
 １　排水処理の現状について
 ２　排水処理の課題などについて
 ３　要望、提言などについて

議題：義務教育学校について考える
 １　下津井地区義務教育学校 ( 仮称 )
      設立協議会発足の経緯 
 ２　開校に向けての住民アンケート結果について
 ３　開校準備委員会の活動について

議題：コミュニティ協議会による
        防災への取り組みについて
 １　取り組みのきっかけなどについて
 ２　活動内容について
 ３　要望、提言など

実施報告書

実施報告書

実施報告書

実施報告書

実施報告書

実施報告書

8 月 19日実施5月 22日実施

8月 19日実施 8月 20日実施

10月 15日実施 10月 22日実施

議題：鳥獣被害対策の現状と課題について
 １　市街地出没における対応について 
 ２　農業被害に対する農業者の自己防衛について
 ３　防護柵の補助金について
 ４　狩猟者の担い手対策について 
 ５　搬入場におけるイノシシなどの有害鳥獣の受け入れについて



件　　名 結果 創 未 風 公 政 共 青 無

令和６年度倉敷市一般会計補正予算（第７号）
　国の制度改正や補助内示に伴う児童扶養手当給付事業費の追加分と消防団員用活動服購入費のほか、
子ども医療費助成事業費などの追加分、亀島山花と緑の丘公園ののり面改修に要する経費、教師用デジ
タル教科書購入費、美術館の特別展開催負担金など、約５億４００万円の増額を計上。
　また、本庁舎エリアに整備する複合施設棟や外構整備などにかかるコンストラクションマネジメント
業務委託事業費、都市防災公園および複合施設整備事業費、企業版ふるさと納税を活用した映画撮影誘
致支援事業費、長尾小学校校舎等整備事業費、（仮称）玉島学校給食共同調理場整備運営事業費、ＰＦＩ
事業等応募促進報奨金などについて債務負担行為を設定するとともに、適正な工期を確保するための繰
越明許費を計上。
（×のところは、（仮称）玉島学校給食共同調理場整備運営事業、ＰＦＩ事業等応募促進報奨金の債務負
担行為の設定について、ＰＦＩ手法は認められないほか、学校給食は教育の一環であり、アレルギー対
策や食育に優れた自校直営方式を検討すべきである。また、報奨金を用いたインセンティブは、必ずし
も企業の動機付けにはならず、健全な商取引を阻害するとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和６年度倉敷市一般会計補正予算（第８号）
　小・中学校、特別支援学校の給食費を、食材費の高騰に伴い令和７年１月分から値上げするが、１月
から３月までの値上げ相当額について、子育て世帯の負担を軽減するため、市が負担する経費として、
約４，１００万円の増額を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市労働会館条例等の一部を改正する条例の制定について
　施設利用に伴う受益者負担の適正化や今後の維持管理費などを考慮し、施設使用料を改定するなどの
ためのもの。
（×のところは、公共施設の使用料は値上げすべきでないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

倉敷市武道場条例の改正について
　武道場の使用料を改定するためのもの。
（×のところは、公共施設の使用料は値上げすべきでないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

倉敷市新渓園条例の改正について
　新渓園の施設使用料を改定するためのもの。
（×のところは、公共施設の使用料は値上げすべきでないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

倉敷市レストハウス条例の改正について
　鷲羽山レストハウスの会議室使用料を改定するためのもの。
（×のところは、公共施設の使用料は値上げすべきでないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

倉敷市倉敷物語館条例の改正について
　倉敷市物語館の施設使用料を改定するためのもの。
（×のところは、公共施設の使用料は値上げすべきでないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

倉敷市立美術館条例の改正について
　特別展観覧料および施設使用料を改定するためのもの。
（×のところは、公共施設の使用料は値上げすべきでないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

● 市長提出議案など（予算案６件、条例案１４件、事件案１３件、専決１件、報告３件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）

７

○：賛成 
×：反対(　　　) 創ーくらしき創生クラブ　未－未来クラブ　風－新風くらしき　公－公明党倉敷市議団

政－新政クラブ　共－日本共産党倉敷市議会議員団　青－青空市民クラブ　無ー無会派議員

● 議員提出議案

件　　名 結果 創 未 風 公 政 共 青 無

再審法改正を求める意見書の提出について
　冤

えんざい
罪被害者を一刻も早く救済するため、再審請求手続における捜査機関側の証拠開示を制度化し、再

審開始決定に対する検察官の不服申し立てを禁止するよう、再審法の速やかな改正を強く求める。（同趣
旨の意見書を国に提出。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※１

※１

※１

※２

※２

※２

● 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

件　　名 結果 創 未 風 公 政 共 青 無

再審法改正を求める意見書の提出について
（内容は下記の議員提出議案に記載しています。） 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

玉島に巨大共同調理場の建設計画を撤回し直営・自校式の調理場の存続を求めることについて
　玉島の巨大共同調理場の建設計画の撤回と、小・中学校給食の直営・自校式調理場の存続を求める。
（×のところは、以前からの議論による方針である、すでに市内で共同調理場が運用できている、子ども
の数も減る中で仕方ない、共同調理場の給食を食べたがおいしかったなどの理由により反対。）

不採択 × × × × × 〇 × ×

※１

※１

※２

※２

※１ ※２

※ 1 は尾﨑　勝也、※２は秋田　安幸が議決日（12 月 13 日）欠席

令和６年１１月定例会
 議案等審議状況

※１ ※２

※１ ※２

※１ ※２

※１ ※２

※１ ※２



８

秋田　安幸
塩津　　学

議長のため採決に加わらず
※

新　　風
くらしき
芦田　泰宏
尾﨑　勝也
塩津　　心
日向　　豊
平井　俊光
中島　光浩

【          】【          】未来クラブ 無 会 派

赤澤　幹温
大橋　　賢
片山　貴光
真田　意索
中西　公仁
原田　龍五
矢野　周子
山畑　滝男
若林　昭雄

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
瀧本　　寛
松成　康昭

くらしき
創生クラブ
荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
時尾　博幸
難波　朋裕
藤原　薫子
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

【          】
会　派　構　成

日本共産党
倉敷市議会
議　員　団
末田　正彦
田口　明子
田辺　牧美
三宅　誠志

【           】公 明 党
倉敷市議団
生水　耕二
梶田　省三
中西　善之
新垣　敦子
薮田　尊典

【          】 青空市民
ク ラ ブ
小郷ひな子
齋藤武次郎
藤井　昭佐

【          】新政クラブ【          】 【          】

（無会派：会派に属さない議員）

次号の表紙写真を募集します！！次号の表紙写真を募集します！！あなたのお気に入りの１枚をお送りくださいあなたのお気に入りの１枚をお送りください

皆さまからのご応募をお待ちしています！皆さまからのご応募をお待ちしています！

あなたが撮った写真が「市議会だより」の表紙になります。テーマは自由 です。
市内のイベント、風景など、 倉敷市の魅力あふれる写真 をお送りください。採用になった作品は、次号の表紙に掲載いたします。
● 募集期間      令和 7 年３月３日（月）～ 令和 7 年 3 月 21 日（金）　（令和 7 年 3 月期募集）　
● 応募条件　　（１）１回の応募につき、作品は １人１点  まで　（２）応募者本人が倉敷市内で撮影した写真のうち、 
　　　　　　　 未発表で他のコンテストなどへの応募をしていないもの　（３）第三者の肖像権、プライバシーを侵害
　　　　　　　 しないオリジナル作品　（４）第三者の顔が鮮明に写っている場合などは、 あらかじめ第三者の了承を
　　　　　　　 得ていること　（５）その他、下記の「● 注意事項」をご参照ください。 
● 応募資格　・市内在住、在勤、在学の人
● 応募方法   　（１）応募者氏名（ペンネームを希望される場合も連絡先と氏名が書いてあることが必要です。）
　　　　　  　  （２）電話番号　（３）撮影場所　（４）作品タイトル　（５）作品へのコメント（※任意　50 文字以内）
　　　　　  　  を明記の上、写真データ（目安１ＭＢ～ 10 ＭＢ）を提出してください。
　　　　　    　【メールの場合】  必要事項を入力の上、写真データを cins-chosa@city.kurashiki.okayama.jp までお送りください。
　　　　　    　【郵送の場合】　  写真データを記録したＣＤ－Ｒなどの記録メディアに、必要事項を記入した紙を添えて、
　　　　　　　　　　　    　　  〒 710-8565　倉敷市西中新田 640　倉敷市議会事務局 議事調査課宛て に郵送してください。
　　     　　　  ※ 記録メディアは返却しませんので、ご了承ください。
　　　　　       ※ 必ず写真データで提出をお願いします。現像したものや印刷したものなどで提出の場合は掲載できません。
● 注意事項　    　 （１）ご応募いただいた写真データなどは返却しませんのでご了承ください　（２）第三者の権利（肖像権、著作権など）
　　　　　　　 を侵害する作品は応募できません　（３）応募作品で使用する被写体および著作物の肖像権などについては、応募者の
　　　　　　　 責任で、すべての被写体および原著作者などの使用許諾承認を得た上で応募してください　（４）応募作品について第
　　　　　　　 三者から権利侵害に関する申し入れなどがあった場合には、応募者がすべての責任を負うものとします　（５）採用さ
　　　　　　　 れた写真は、トリミングなどの加工をさせていただく場合がありますのでご注意ください　（６）ご応募いただいた写
　　　　　　　 真データは、無償で倉敷市議会だよりに掲載することを承諾したものとします　（７）ご応募いただいた作品は、１年間、
　　　　　　　 選定対象として保存させていただきます　（８）採用作品の発表は、紙面への掲載をもってかえさせていただきます

● 市長提出議案（予算案６件、条例案８件、事件案１件のうち賛否の分かれたものを掲載）

創ーくらしき創生クラブ　未－未来クラブ　風－新風くらしき　公－公明党倉敷市議団
政－新政クラブ　共－日本共産党倉敷市議会議員団　青－青空市民クラブ　無ー無会派議員

件　　名 結果 創 未 風 公 政 共 青 無

令和６年度倉敷市一般会計補正予算（第９号）
　国の総合経済対策に基づき、物価高騰の負担感が大きい低所得世帯の負担軽減を図るため住民税非課
税世帯に１世帯あたり３万円を給付するなどのための経費、職員給与費などについて人事院勧告を考慮
して実施する給与改定を行うための経費として、約３３億７，０００万円の増額を計上。
（×のところは、物価高により市民生活が逼

ひっぱく

迫する中、水道料金などの引き上げで市民に負担を強いる一
方で市議会議員、常勤特別職（市長、副市長、常勤の監査委員、教育長）の報酬を引き上げすることは
認められないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

倉敷市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正について
特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例の改正について
教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の改正について
　国家公務員の一般職の職員の給与に関する法律の改正を考慮し、市議会議員・常勤特別職の期末手当
の支給割合の改定を行うなどのため、条例を改正するもの。
（×のところは、上記予算と同じ理由により反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和７年１月臨時会
 議案審議状況

○：賛成 
×：反対(　　　)


